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１　はじめに　　日本語の中の外来許一一

　外来語は，外国語から日本語にとり入れられたことばである 。「外国語」と「外来語」

とは，外来語研究の分野では，はっきりと区別されている 。外来語は，外国語が日本語

の単語として使われるようになっ たものを指す。したがって，発音やアクセントが日本

語化したり ，語形短縮や意味の変化が生じたりと ，多くの点でもとの外国語と相違が生

じるのである 。ここでとりあげたいのは，発音の日本語化であり ，語形の日本語化であ

る。

　近年，外来語が氾濫していると言われるが，現代日本語の異なり語数において，外来

語の占める割合は大体１０％程度で，延べ語数では３～５％程度である 。しかし実際には ，

もっと外来語が使われているように感じられる。外来語はカタカナで書かれ，音に外国

語の響きがある ，という点で目立つのである 。日本言吾化してもなお残る外国語の響きと

は具体的にはどのような響きなのか。日本語の響きとはどう違うのか。以上のことを解

明しようとするのが，この論文の目的である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　¢
　さて，作業方法は，『新潮現代国言吾辞典』から１拍から８拍までの外来語５１６０語をす

べて抜き出し，パソコンに打ち込んで，音素分布を調べるというものである。前半では

１～８拍の外来語全体についてのデータを中心に，後半では主に３拍の外来語１１６８語に
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ついて詳しく考察し，和語３拍名詞と比較し，外来語が日本語らしい語形かどうかを調

べた。また外来語らしさについても考察した 。

　ここで使う「外来語」には，略語　混種語　和製英語も含まれる 。また，漢語は含ま

れない。分類，表記はすべて上記の辞書にしたがった。同じ語に２通りの見出し語があ

る場合は，両方の語を抜き出している。（例　ヴィーナス／ビーナス，アルミ／アルミ

ニウムなど）

２　外来語の母音 ・子音について

　　　英語が日本語化して，外来語になるときの変化の１つに，音節構造のちがいから ，原

　　語の短小形がしばしば長大化する ，ということが挙げられるだろう 。その違いについて

　　説明すると ，日本語の拍構造はきわめて簡単で，単独母音，子音（半母音）十母音，特

　　殊拍（促音，引き音節，援音）から成り立っているが，英語なとの音節構造はかなり複

　　雑で，母音を中心として，その前と後ろにひとつ以上いくつかの子音を添えることがで

　　きる。したがって，例えば，英単語が外来語として定着する際には，特殊拍を除けば ，

　　母音を伴わない単独の子音にはすべて母音が添加され，子音十母音の形になるのが通例

　　である 。

　　　例えば，ｔｅｘｔという語は，原語では１音節であるが，日本語では ，ｔｅｋｉ（／ｕ）ｓｕｔｏ（テ

　　キスト又はテクスト）と４拍になり ，英語に比べると長い語形になる 。

　　　３拍の外来語が，原語では何音節語であ ったのか，英語を原語とする語（１１６８語中の

　　８９１語）について調べてみたところ，３拍の外来語のうち，原語が１音節の語が６７％ ，

　　２音節の語が２８％もあるのに比べ，原語も３音節の語は，わずか５％にも満たなかった 。

　　この結果からも ，「原語の短小形の長大化」が外来語の日本語化の際にしばしば起こる

　　ことがわかるだろう 。

　　　また，５つ以上ある欧米語の母音は，それに近い日本語の５つの母音のうちのとれか

　　に代替される。母音添加の際，もっとも多く使われるのは，／ｕ／である 。これは／ｕ／が

　　音声学的に見て，奥舌閉母音で無声化されやすいということと関係があると思われてい

二　る 。つまり１ｕ／が添加されても ，母音が強く響かないように聞こえるため，／ｕ／を添加

　　すれば，日本語の音韻体系に合い，しかも原語に１番近い語形が得られるということに

　　なる 。また／
ｔ／，／ｄ／においては／ｕ／を添加すると子音の発音が／ｔｓ／／ｄｚ／に変わ ってし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　まうために／０／が添加されることが多い 。

　　　表１を見てみると ，語尾，合計で／ｕ／が最もよく現れる。日本語全体では，／ｅ／と共

　　に低頻度の／ｕ／が外来語で１番多く使われているのは，上で述べた理由によると思わ



表１　外来語における音素頻度表 語数 ：５ ，１５３（２ －８拍語）

総数 ・（％） 言吾　頭 言吾　中 言吾　尾

ｕ
４， ７４５（１２ ．２４） ９４１ １， ８７５ １， ９２９

ａ ４， ２０６（１０ ．８５） １， ７２４ ２， ０８６ ３９６

Ｏ ３， ３１１（８ ．５４） ９６５ １， ４６９ ８７７

ｉ ３， ２１６（８ ．３０） ７３１ ２， ２２４ ３９６

ｅ
２， ０８７（５ ．３８） ８１５ １， １５０ １２２

母音合計 １７ ，５６５（４５ ．３０） ５， １７６ ８， ８０４ ３， ５８５

Ｒ（弓１き音節） ２， ３７３（６ ．１２） １， ５３８ ８３５

Ｎ（援音） １， ８５３（４ ．７８） １， １２４ ７２９

Ｑ（促音） ７３６（　１ ．９０） ７３６

特殊音合計 ４， ９６２（１２ ．８０） ３， ３９８ １， ５６４

ｊ ７３５（　１ ．９０） ２９９ ３８７ ４９

Ｗ ６０（　Ｏ ．１５） ３２ ２６ ２

半母音合計 ７９５（　２ ．０５） ３３１ ４１３ ５１

ｒ
３， １９６（８ ．２４） ４４７ ２， １２８ ６２１

ｔ ２， １５５（５ ．５６） ３４３ １， ０８４ ７２８

Ｓ
２， ０４３（５ ．２７） ６５５ ９３４ ４５４

ｋ １， ６３８（４ ．２２） ５６６ ７６３ ３０９

ｍ
１， １５９（２ ．９９） ３５６ ４６１ ３４２

Ｐ ９７４（２ ．５１） ４３７ ３９４ １４３

ｂ ８９２（２ ．３０） ３９５ ４１４ ８３

ｄ ７１８（　１ ．８５） ２００ ３１６ ２０２

ｎ ６８６（　１ ．７７） １３５ ４７９ ７２

Ｚ ６０７（　１ ．５７） １２９ ３４７ １３１

９
５９６（　１ ．５４） １６４ ２５６ １７６

ｈ ５２９（　１ ．３６） ３１１ １５８ ６０

※ｆ ２２９（　Ｏ ．５９） １３８ ８１ １０

※Ｖ ２８（　０ ．０７） １８ １０ ０

子音合計 １５ ，４５０（３９ ．８５） ４， ２９４ ７， ８２５ ３， ３３１

総　　計 ３８ ，７７２（１００ ．００） ９， ８０１ ２０ ，４４０ ８， ５３１

　※子音のｆ（ファ ，フィ ，フェ ，フォ）とｖ（ヴ ァ， ヴィ ，ヴ，ヴ ェ， ヴォ）は，外来語にだけ

現れる音素である 。
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　　れる 。語頭では／ａ／が１番多く ，語中では，／ｉ／が１番多い。全体を通して少ないのは ，

　　日本語全体と同じく／ｅ１であ った 。

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　母音の頻度を位置別に和語と比較してみると ，語尾において著しい特徴が見られた 。

外
来　今回の調査は，３拍の外来語を対象にしたもので，名詞に限っていないが，３拍の和語
語

の　に関する調査は３拍の名詞に限ったものしかないので，便宜それを対照資料とした。外
語

形　来成分は通例，名詞相当の資格で，日本語の中に入ると考えられているからでもある 。

　　　外来語の語尾では／ｕ／→／０／→／ａ／→／１／→／ｅ／の順に多いのに対し，和語では／
１／

　　→／ｅ／→／ａ／→／０／→／ｕ／の順に多か った。語尾においては，外来語で高頻度の／ｕ／

　　／０／が和語では低頻度であり ，逆に外来語で低頻度の／ｉ／／ｅ／は和語では高頻度である

　　という対照的な結果が出た 。

　　　また，外来語では特殊拍（引き音節，援音，促音）がかなり多く現れる（このことに

　　ついては後で詳しく述べる）。

　　　次に，外来語の子音について表１をもとにして，和語，英語，その他の欧米語の同様

　　　　　　＠
　　の調査結果とを比較してみよう 。

　　　まず，／ｒ／／ｔ／／ｓ／がよく使われることがわかるが，この３音素は和語，英語，その他

　　の欧米語でも共通して高頻度である 。それらに続く ，共通の高頻度音素は／ｋ／／ｎ／／ｍ／

　　／ｐ／／ｄ／である 。／ｋ／は日本語では特に高頻度であるが，逆に／ｄ／は低頻度である 。ま

　　た，／ｐ／は外来語では高頻度であるが，和語では目立 って低頻度である 。

　　　位置別に見ると ，語中 ・語尾では外来語，和語，英語で，大きな違いは見られなか っ

　　たが，語頭では特徴的な結果が出た 。

　　　外来語，英語の語頭では共通して／ｒ／／ｐ／／ｂ／が高頻度であるのに対し，和語では

　　／ｈ／／ｍｌ／ｔ／が高頻度であ った。つまり ，辞書をひいたときにラ行，パ行，バ行では ，

　　外来語の占める割合が多く ，逆にハ行，マ行，タ行では少ないということになる 。外来

　　語，和語，英語に共通しているのは／ｋ／／ｓ／のみである 。外来語の語頭においては原語

　　の語形が残りやすいようで，日本語の音韻の特徴と共通している語だけを外来語として

　　取り入れているわけではないと考えられる 。

四　　表２は，拍数別に，各位置において最も多く出現する音素を集めたものである 。子音

　　では，／ｒ／が１５度，／ｓ／が７度登場し，母音では，／ａ／と／ｕ／が各９度，／１／が８度登場

　　している。また，引き音節も６度登場している。位置別に見ると ，子音では語頭の／
ｒ／

　　／ｋ／／ｓ／，語中の／ｒ／がかなり大きな割合を占めている 。また，語中 ・語尾に引き音節 ，

　　援音が目立つ。母音では語頭の／ａ／が圧倒的に多く ，／ｕ／も語尾を中心によく現れる 。

　　 これらは「外来語の響き」を構成する重要な音素であると言えよう 。



表２　位置別最頻出音素表

１拍目 ２拍目 ３拍目 ４拍目 ５抽目 ６拍目 ７拍目 ８拍目

ｐ１ ｐ２ ｐ３ ｐ４ ｐ５ ｐ６ ｐ７ ｐ８ ｐ９ ｐ１Ｏ ｐ１１ ｐ１２ ｐ１３ ｐ１４ ｐ１５ ｐ１６

ｒ ａ ｒ ｕ２抽語

２７３語） １１ ．３ ２６ ．７ １５ ．７ ２９ ．３

ｒ ａ Ｒ ｔ ｕ３拍語

１１６８）
１１ ．８ ２９ ．７ ２３ ．６ １７ ．Ｏ ３８ ．１

Ｓ ａ ｒ ｉ Ｒ Ｒ４拍語

１６０２）
１５ ．７ ２９ ．２ ２３ ．９ １９ ．２ １２ ．２ １９ ．２

ｋ ａ ｒ ｕ ｒ ｉ Ｒ Ｒ
５拍語

１０８５）
１２ ．９ ３１ ．２ ２６ ．７ １７ ．０ １４ ．８ ２７ ．９ １５ ．２ １８ ．１

Ｓ ａ ｒ ｉ ｒ ａ ｒ ｉ Ｓ
ｉ／ｕ

ｔ ｕ６拍語

６５８）
１１ ．７ ３２ ．５ ２４ ．１ １６ ．４ １２ ．４ １９ ．７ ２１ ．５ ２８ ．７ １４ ．７ １７ ．４ １７ ．１ ３９ ．８

Ｓ ａ ｒ ｉ ｒ ｕ ｒ ｕ Ｒ Ｓ ａ Ｎ
７拍語

２５６）
１２ ．８ ３０ ．Ｏ ２０ ．７ １５ ．２ １４ ．Ｏ ２０ ．３ １７ ．９ １９ ．５ １５ ．６ １３ ．６ １８ ．３ １７ ．１

ｋ ａ Ｎ Ｓ ｕ ｒ ０ ｒ
ｕ／ｅ

ｒ ｉ Ｓ ｉ Ｎ
８拍語

１１１）
１１ ．７ ２５ ．２ ２７ ．Ｏ １６ ．２ ２７ ．０ １９ ．８ ２２ ．５ ２１ ．６ １９ ．８ １８ ．Ｏ １８ ．９ ２０ ．７ １９ ．８ ２３ ．４

Ｒ

１８ ．Ｏ
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ｐ： 音素　Ｒ： 引き音節（一）Ｎ ：援音（ン）数字は各位置における音素の出現率（％）

　　　　　　　　３　３拍の外来語（１１６８語）を中心に

　３ ．１）和語３拍語との比較

外来語は，外国語のままではなく ，日本語の音韻体系に従って日本語化し，入 ってく

る。 日本語化するということは，語形も日本語化して，日本語らしくなるのであろうか 。

それとも ，やはり外来語の語形は，日本語らしくないのだろうか 。

　外来語の，語形から見た日本語らしさを，８つの項目について，和語３拍名詞と比べ

ながら見てみよう 。下の８項目は，玉村文郎の『語彙の研究と教育（上）』からの引用　 五

である 。

　　日本語らしい語形と日本語らしくない語形

　（１）直音と勧音

　（２）語頭の清音と濁音 ・半濁音

　（３）短音と長音（引き音節の有無）
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　　（４）語頭ラ行音の有無

　　（５）語中 ・語尾のハ行音の有無

　　（６）工列音

　　（７）促音の有無

　　（８）援音の有無

　以下，順にこれについて見ていこう 。

　（Ｉ）直音と鋤音

　和語３拍名詞３２３３語のうち ，鋤音を含む語は，わずか２２語であ った（０ ．６％）のに対

して，外来語３拍語では１１ ．６％もある 。和語に比べると ，かなり多いといえる。また ，

拍数が増えるにしたがって，物音を含む語の割合も増えている 。

　櫛音がどの位置に現れているのかを表３で見ると ，全体的に語頭と ，語尾から２拍目

に多く現れ，語尾にはあまり現れないことがわかる。外来語の多音節語では，語末に ，

一シ ョン ，一ジ ョンが来ることが多いため，櫛音が語尾から２拍目に多く現れるのであ

ろう
。

　また，和語３拍名詞では，勧音は，１度しか現れない。しかし，３拍の外来語では ，

キャッ シュ， リュージ ュの２語で各２度現れる。ちなみに，４拍以上の語のうち２５語の

外来語に，勧音が各２度現れる 。

　このように，外来語には，櫛音を含む語が多く ，１語のうちに２度現れることもある 。

表３　鋤音の分布表

１拍目 ２拍目 ３拍目 ４拍目 ５拍目 ６拍目 ７拍目 ８拍目 語数（％）

２拍語 ２１ １ ２２（８ ．０５）

３拍語 １０６ １６ １６ １３６（１１ ．６４）

４拍語 ９４ ２７ ６７ １７ ２０１（１２ ．５４）

５拍語 ４４ １１ ３５ ４６ ９ １４１（１２ ．９９）

６拍語 １９ １６ １７ １６ ５５ ６ １２１（１８ ．３８）

７拍語 ９ ４ ６ ３ １０ ３０ ０ ５６（２１ ．８７）

８拍語 ４ Ｏ ２ １ ２ ４ １９ Ｏ ３１（２７ ．９２）

合計
２９７ ７５ １４３ ８３ ７６ ４０ １９ ０ ７３３（１４ ．２２）

　（ｎ）語頭の清音と濁音 ・半濁音

　和語３拍名詞では，語中 ・語尾に比べて，語頭の濁音 ・半濁音（／ｂ／，／ｄ／，／９／，／ｚ／
，

／ｐ／）が著しく少ない。しかし３拍の外来語では，／９／／ｂ／／ｐ／は，語頭に最もよく現

れ， ／ｚ／／ｄ／も語頭，語中，語尾で，それほど差はなかった。濁音 ・半濁音としてまと



表４　濁音 ・半濁音の分布表

１拍目 ２拍目 ３抽目 ４拍目 ５拍目 ６拍目 ７拍目 ８拍目

２拍語 ９６ ４２

３拍語 ３３６ １３０ ２１４

４抽語 ４１７ １８３ ２９１ ！８５

５拍語 ２３５ １１３ ２２９ １３０ １５６

６抽語 １６９ ７５ １２８ ８４ ９７ ９９

７拍語 ５４ １９ ４６ ４１ ３１ ３６ ２７

８拍語 １８ ３ ２６ １５ ２２ １１ １６ １２

外
来
語
の

形

めて見ても ，語頭に１番多い 。

　表４を見ると ，８拍語以外では，濁音 ・半濁音は，語頭に最も多く現れることがわか

る。 子音別に見ると ，／９／／ｚ／／ｄ／には，バラつきがあり ，語頭が多いとも少ないとも

言えないが，／ｂ／／ｐ／はすべての拍の語において，語頭に最も多く現れる 。

　以上のことから ，外来語では，濁音 ・半濁音が，語頭に最も多く現れると言えるだろ

う。

　（皿）短音と長音（引き音節の有無），促音の有無，援音の有無

　和語３拍名詞には，引き音節（一 で表記される）をもつ語はない。しかし，母音の連

続によっ て， 音声上引き音節になることがあるため，和語にも引き音節はあると言える 。

（ｒばあや」 ，ｒいいこ」など）

　このように音声的に見た場合，和語３拍名詞で，引き音節を持つ語は，全体の２ ．４％

であるが，３拍の外来語では，１１６８語中４０４語（３４ ．５８％）が引き音節をもつ。３拍語以

外の語でも ，拍数が増えるにしたがって引き音節を含む語の割合も増え，６拍以上の語

になると ，半数をこえる 。また，４拍以上の語では，アーミー イージーなどのように

引き音節が１語中に２度現れることがある（１９８語）。

　促音，援音は古代日本語にはなかったため，日本語らしさを弱める働きがある 。

　和語３拍名詞では，４７語（１ ．４％）が２拍目に促音をもつだけである 。しかし３拍の

外来語では，実にユ４２語（１２ ．１％）において，促音が２拍目に現れる。表５より ，促音　 七

は語尾から２拍目に比較的多く現れることがわかる 。また，促音が１語中に２度現れる

語は，コッ クピ ット ，リュッ クサ ックなど６語ある 。

　また，援音は，和語３拍名詞では，語中３５語，語尾７語，計４２語（１ ．２％）にしか現れ

ない。それに対して３拍の外来語では，語中１１６語，語尾１０２語，計２１８語（１８ ．６％）に

現れる 。そして拍数が増えるにしたがって，援音を含む語の割合も増え，７拍語 ・８抽



表５　特殊拍の分布表

外
来
語
の
語
形

２拍目 ３拍目 ４拍目 ５拍目 ６拍目 ７拍目 ８拍目 語数（％）

３８ ３８（１３ ．９１）

２拍語

２７ ２７（９ ．８９）

２７６ １２８ ４０４（３４ ．５８）

３拍語 １４２ １４２（１２ ．１５）

１１６ １０２ ２１８（１８ ．６６）

２３８ １９７ ３０８ ６５８（４１ ．０７）

４拍語 ８３ １４１ ２２４（１３ ．９８）

１５９ １００ ２８５ ５１８（３２ ．３３）

１２４ ６１ １６５ １９７ ５１７（４７ ．６４）

５拍語 ３５ ２９ １０３ １６７（１５ ．３９）

１４１ ３７ １２６ １４１ ４０５（３７ ．３２）

７９ ３３ ６０ ８９ １０５ ３３９（５１ ．５１）

６抽語 ３０ １３ ２２ ６５ １２５（１８ ．９９）

８８ ４４ ３２ ７９ １０４ ３１４（４７ ．７２）

３５ ２０ １６ ４０ ３０ ４２ １４８（５７ ．８１）

７拍語 ８ ６ ７ ８ ２２ ５１（ユ９ ．９２）

４９ １７ ２６ １４ ２６ ４４ １４０（５４ ．６８）

１４ ４ １２ ６ ２０ １９ １７ ７１（６３ ．９６）

８拍語 ２ ２ １ １ ７ ９ ２１（１８ ．９１）

３０ ６ １４ ７ ５ ８ ２６ ６７（６０ ．３６）

上段 ：引き音節　中段 ：促音　下段 ：援音

　　語では，半数を越えるのである 。

　　　表５より ，援音は２拍目と語尾に多く現れることがわかる 。また，４拍以上の語では ，

　　 「エンジン」，「アンサンブル」などのように援音が１語中に２度現れることがある（１５８

　　語）。 さらに「アンデパンダン」，「コンスタンタン」，「コンモンセンス」のように１語

八　中に３度も現れる語もある 。

　　　（工Ｖ）語頭ラ行音の有無，語中 ・語尾のハ行音の有無

　　　古代日本語は，語頭にラ行音をもっ ていなかったと考えられている。そのため，語頭

　　にラ行子音をもつ語は，日本語らしくない。和語３拍名詞では，「るつぼ」 ，「るまた」

　　の２語しかない 。

　　　表６から ，／ｒ／は，語中において最も安定し，語頭，語尾には比較的少ないことがわ



表６　／ｒ／と／ｈ／の分布表

１拍目 ２拍目 ３抽目 ４拍目 ５拍目 ６拍目 ７拍目 ８拍目

３！ ４３

２拍語
ユ６ １０

１３８ １９７ １５０

３拍語
６９ １７ ユ９

１３２ ３８４ １８３ ２４８

４拍語
９０ ７ ２９ １０

８８ ２９０ １６ユ １５５ １０７

５拍語
７０ １４ １９ ７ １１

４１ １５９ ８２ １４２ ６９ ４４

６拍語
４１ ８ １１ ５ ５ ７

ユ２ ５３ ３６ ４６ ３６ ２６ ２０

７拍語
１６ ２ ７ ５ ６ ３ ３

５ ２６ １３ ２２ ２４ ２０ ４ ９

８拍語
９ ３ Ｏ ２ １ ２ ５ Ｏ

外
来
語
の
語
形

上段 ：／ ｒ／　下段 ：／ｈ／

かる 。しかし，他の子音と比べると ，語頭の／ｒ／は ，／ ｓ／，／ｋ／についで多く現れる 。表

１， ２を見ても ，／ｒ／が，外来語の子音のなかで大きな位置を占めることがわかるだろ

う。

　語中 ・語尾のハ行音の拍は，平安時代中期ごろから変化しはじめ，ワイウエオになっ

たため，和語で，語中 ・語尾にハ行の拍をもっ ている語は珍しい。和語３拍名詞でも ，

語頭が３９２語に対して ，語中は５１語，語尾は３６語と少ない 。

　表６から ，外来語も和語と同じように，／ｈ／は語頭ににおいて最も安定し，語中 ・語

尾には少ないということがわかる 。この点については，日本語らしいと言えるだろう 。

ただし，外来語における／ｈ／の頻度はかなり低い 。

　（Ｖ）工列音

　日本語の母音音素の中で，使われる率のもっとも低いものが／ｅ／である 。和語名詞の　九

語頭にくる／ｅ／はとくに低率である 。しかし，３拍の外来語では，語頭ではそれほど低

率ではないが，語中 ・語尾においては低率である 。

以上，（Ｉト（Ｖ）の項目について見てきた。まとめてみると ，明らかに外来語が日本語ら

しくないと言える項目は，引き音節，語頭の濁音 ・半濁音の多用と ，古代日本語にはな



外
来
語
の

語
形

かっ た働音 ・促音 ・援音の多用とであ って，これらが「外来語らしさ」を形成している

と考えられる 。

　明確に日本語らしいか，日本語らしくないか言い切れない項目は，語頭の／ｒ／の有無

である 。／ｒ／は，語頭 ・語尾に比較的少なく ，語中に多く分布している。しかし，語頭

の／ｒ／は，他の子音に比べると少ないわけではないため，どちらとも言い切れないので

ある 。

　外来語が日本語らしいと言える項目も２つあ った。語中 ・語尾の／ｈ／の有無と母音

の１ｅ／についてである 。どちらも和語ほどではないが，出現率が低か った 。

○

　３ ．２）典型的な語形

　和語２拍名詞の典型的な語形は，／ｋａｒｉ／であ った。（雁 ・狩り ・借り ・仮り ・刈りな

ど）

　また，和語３拍名詞の典型的な語形は，／ｋａｋａｒ１／であ った。（係り　掛かり ・懸かり

・架かりなど）

　では，外来語ではどうなるのだろうか。表７から語頭 ・語中 ・語尾の各位置を総合す

ると
，

　　　　　〈語頭〉　　　　　　　　　　〈語中〉　　　　　＜語尾〉

　　　　／ｋ／　／ｏ／　　　　　　　　　／ｋ／　ｌｏｌ　／Ｒｌ　　　　／ｔ／　／ｏ／

　　　１０ ．６一ケ１９ ，３　　　　　　　　　　１０ ．６ く一１９ ．３一÷２３ ，６　　　　１７ ．１ぐ一１８ ，９

　　　　　２９ ，８　　　　　　　　　　　　　　１６ ，３　　３１ ，４　　　　　　　　　５６ ．１

　　　　　　　　　　　　　　　／０／　／Ｒ／　／
ｔ／

　　　　　　　　　　　　　　１９二３ぐ一２３ ．６一〉１７ ，１

　　　　　　　　　　　　　　　　２５ ，７　　１８ ．１

　　　　　　　　　　　　　　　／Ｒ／　／ｔ／　ｌｏ／

　　　　　　　　　　　　　　２３
．６ 〈一１７ ．１一今１８ ，９

　　　　　　　　　　　　　　　　２５ ，０　６２ ．Ｏ

の結合率がもっとも高い。音素の下の数字は，その位置における音素の占める割合

（％）である 。また，２つの音素のあいだにある数字は，２つの音素の結合率（％）を

示す。その場合，→の起点の方が分母となる 。

　これらを組み合わせると ，３拍の外来語の典型的な語形／ｋｏＲｔｏ／ができる 。（庭，法

廷などの）コート ：ＣＯ甘ｔ（上着の）コート ：Ｃｏａｔは，よく使われる語である 。その他に

も， 海岸 ：ｃ６ｔｅ（フランス語）のコートがある 。



表７　３拍の外来語の音節構造と音素分布 語数 ：１１６８

後項

前項および特殊音 ａ（５７８） ｉ（４３８） ｕ（７１５） ｅ（３１５） ｏ（５３４） ｊａ（７６） ｊｕ（５３） ｊｅ（１１） ｊｏ（２０） ＴＯＴＡＬ

３４ １３ ５ ２８ １５ ７ １ ３ １０６

※¢
２７７）

１０ ６６ １５ ８ ８ ４ Ｏ ０ １１１

３３ ７ ２ ３ ８ ６ １ Ｏ ６０

３５ １３ １４ ７ ３７ １６ ２ Ｏ １２４

ｋ
（２５５） ３ ６ １２ ２ ５ Ｏ １ ０ ２９

４ １４ ７３ ５ ６ Ｏ ０ ０ １０２

１３ ５ １１ ５ ５ ３ Ｏ １ ４３

９
（８７） ６ ３ ４ １ ６ Ｏ １ ０ ２１

２ ０ １６ ２ ３ Ｏ ０ Ｏ ２３

３０ ２１ ２５ １７ １２ １３ ５ ４ ７ １３４

Ｓ

（２８０） Ｏ ７ ２５ ４ Ｏ ０ Ｏ Ｏ Ｏ ３６

２ ４ ９３ １ Ｏ Ｏ ９ Ｏ １ １１０

４ ５ ３ ４ ２ １３ ７ ２ ２ ４２

Ｚ

（１０８） ７ ６ ４ Ｏ １ ４ １ Ｏ １ ２４

４ １３ １７ ４ ０ Ｏ ３ １ ０ ４２

２４ １６ ２ １５ １３ １０ ２ ４ ４ ９０

ｔ

（３３６）
１６ ４ Ｏ ６ １９ Ｏ １ Ｏ Ｏ ４６

１０ ３９ １８ ７ １２５ Ｏ Ｏ Ｏ １ ２００

１６ ４ １３ １１ Ｏ ４４

ｄ
（１２９） ７ ５ ６ ５ １ ２４

５ Ｏ ２ ５３ １ ６１

９ ６ ２ ５ １１ Ｏ １ Ｏ ３４

ｎ
（９０） ６ １５ ２ ５ ５ Ｏ １ Ｏ ３４

８ １ １ ６ ６ Ｏ Ｏ Ｏ ２２

１９ ７ １８ ８ １５ Ｏ ２ Ｏ ６９

ｈ
（１０５） Ｏ １ １３ ２ １ Ｏ ０ Ｏ １７

Ｏ Ｏ １９ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １９

３０ １５ １１ １７ ２６ ０ １ Ｏ １００

ｂ
（１７４） ６ １３ ９ ７ ５ Ｏ ３ Ｏ ４３

５ ３ １５ ３ ５ ０ Ｏ Ｏ ３１

外
来
語
の
語
形



外
来
語
の
語
形

３５ １７ １４ １２ ２７ ０ ２ Ｏ １０７

Ｐ
（１８２） ３ ６ ４ ４ １ ０ ０ Ｏ １８

６ ０ ４５ ３ ３ ０ ０ ０ ５７

３３ １６ ３ ２４ １０ ０ ３ ０ ８９

ｍ（１６８）
３ ５ ２ ５ ５ ０ １ ０ ２１

１４ ２ ４０ ２ Ｏ ０ ０ Ｏ ５８

３４ ２９ １６ ３０ ２７ ０ ２ ０ １３８

ｒ

（４８５）
４７ ３８ ５６ ２７ ２８ ０ １ ０ １９７

２２ ５ １０６ ５ １２ Ｏ ０ Ｏ １５０

１３ ５ ６ １０ ０ ３４

ｆ
（４３） ２ ２ １ １ ０ ６

１ Ｏ ２ ０ ０ ３

０ １ ０ ０ ２ ３

Ｖ

（４） Ｏ Ｏ ０ １ ０ １

０ ０ ０ Ｏ ０ ０

１１ １１

Ｗ
（１７） ６ ６

Ｏ ０

Ｑ（１４２）
１４２

Ｎ（２１８）
１１６

１０２

Ｒ（４０４）
２７６

１２８

３４０ １７３ １２４ １９１ ２２３ ６２ ２８ １０ １７ １１６８

ＴＯＴＡＬ １２２ １７７ １４６ ７９ ９０ ８ １１ Ｏ １ １１６８

１１６ ８８ ４４５ ４５ ２２１ ６ １４ １ ２ １１６８

上段 ：１拍目（ｐ１－ｐ２）中段 ：２拍目（ｐ３－ｐ４）下段 ：３拍目（ｐ５－ｐ６）

※¢は子 目日 素ゼロなので，いわゆる母 日日 節となる



　語頭を結合率の高い順に置き換えてみると ，カート ，パ ート ，ラート ，アートという

語ができ ，ラート以外は，いずれも聞き慣れた語である 。また，語尾を同じように置き

換えてみると ，コール，コース ，コーク ，コードという語ができ ，これらも聞き慣れた

語である 。

４　おわりに

外
来
語
の

語
形

　語形から見た外来語を中 。し・にさまさまな角度から「日本語らしさ」と「外来語らし

さ」について考察してきた。外来語らしい語形は，多くの点で，日本語らしいとは言え

ないという結果が出ている一方で，なおいくつかの考察すべき点もあ った 。

　また，典型的な３拍の外来語の語形は，ｒコート」であ った 。

　今後，他の拍数や，原語別，品詞別の典型的な語形についても調べてみる必要がある

だろう 。さらに新しい辞書や，外来語辞典などでもっと広く語を採集して調べる必要も

あるだろう 。もっと深く調査を進めるために音韻論以外にも音声学や英語学における分

類や分析もしていきたい。また，この作業の延長として，当然漢語についても同様の分

析調査を進める必要のあることを感じる 。

注

（Ｄ　山田俊雄　築島裕　白藤幸　奥田勲　編『新潮現代国語辞典」（７７０００語収録　１９８５年発行

　新潮杜）

　　大曽美恵子『日本語教育　７４号」ｐ．３９「英単語の音形の日本語化」

　　入江さやか「現代日本語における和語３拍名詞について一出現頻度別に見た音素分布の分析

　と考察一」（『同志杜国文学　４３号』ユ９９６年発行）以下も和語の３抽名詞について，同様人江論

　文による 。

＠　下記の文献による 。

　　染田利信『音韻論の諸問題』人文書院（１９８７年発行）「出現頻度から見た子音および母音の

　特性」

　　市河三喜編『英語学辞典』研究社（１９４０年第一刷）

　　中村仁美「音韻論から見た現代日本語における２音節和語名詞について」（同志杜大学１９８３

　年度卒業論文）

［参考文献１

玉村文郎『語彙の研究と教育（上）（下）』国立国 …五研究所，（１９８４９２０．１９８５８１２）

金田　春彦　林大　柴田武編集責任『日本語百科大事典』大修館書店，（１９８８５ユ）

林大監修『図説日本語』角川書店，（１９８２ ．２ ．１Ｏ）

大野晋，柴田武　編『岩波講座　日本語５　音韻』岩波書店 ，（１９７７ ．８ ．２６）

服部四郎『音声学』岩波書店 ，（１９８４ ．６ ．２８）

上野景福『英語語彙の研究』研究杜，（１９８０ ．１０ ．３０）



外
来
語
の
語
形

石綿敏雄『日本語のなかの外国語』岩波新書，（１９８５ ．３ ．２０）

石綿敏雄『外来語と英語の谷間』秋山書店，（１９８３ ．９ ．１０）

石野博史『現代外来語考』大修館書店，（１９８３ ．１２ ．１）

宇井英俊『日英両語における外来語　借用語』ほおずき書籍，（１９８５３１５）

城生伯太郎，松崎寛『日本語「らしさ」の言語学』講談社，（１９９５ ．１ ．９）

矢崎潤九郎『日本の外来語』岩波新書，（１９６４ ．３ ．２１）

柴田武『日本語はおもしろい』岩波新書（１９９５ ．１ ．２０）

飛田良文『英米外来語の世界』南雲堂，（１９８１ ．１０）

横井忠夫『外来語と外国語』現代ジャーナリズム出版会，（１９７３ ．８ ．３１）

『日本語教育７４号』日本語教育学会，（１９９１ ．７）

『ｒことば」シリーズ４　外来語』文化庁 ，（１９７６ ．７ ．２０）

『ことぱ読本ｒ外来語」』河出書房新社，（１９９３２１２）
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